
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＮＳの発達により『誰とでも、どこででも、人とつながれる』ことが簡単にできて便利な世の中になっている

一方、ニュースなどで話題になるオンラインゲームやコミュニケーションアプリなどでの事件や事故、トラブルが

後を絶ちません。 

事件や事故、トラブルの懸念があるのは瑞穂二中も決して例外ではありません。 

今一度、スマートフォンをお子さまに持たせているご家庭については、ＳＮＳの使い方について再度確認し

ていただくとともに、是非、約束事を決めてほしいと思います。 

また、保護者の方がお子さまのオンラインゲームやコミュニケーションアプリを定期的にチェックするなどし

て、事件や事故、トラブルの防止に努めていただきますよう、お願い申し上げます。 
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ＳＮＳの使い方を今一度、見直してください！ 

読書の日              校 長 吉田 周平 

暑くも寒くもなく、過ごしやすい秋は、読書にはもってこいの季節となります。スポーツをするに

も気持ちのいい季節です。毎年、１０月２７日の「読書の日」から「読書週間」は始まります。「読

書週間」がいつから始まったのか？知っていますか。調べてみると、終戦まもない１９４７年（昭和

２２）年、まだ戦争の傷痕が日本の至るところに残っている状況の中で、「読書の力によって、平和

な文化国家を作ろう」という決意のもと開催されたそうです。そして、翌年の第２回からは期間も１

０月２７日～１１月９日（文化の日を中心にした２週間）と定められ、読書週間は全国に拡がってい

ったそうです。 

さて、皆さんはどんなときに読書をしますか。私は、自分に迷いが生じたり、自分の力のなさを感

じたりしたときに本を読む傾向があります。単純におもしろい本を読みたいというときもあるのです

が、先人の知恵や経験に頼りたいときほど本から知識を得ようとします。 

灰谷  健次郎（はいたに  けんじろう）という、日本の児童文学作家がいました。私は、何故

か・・・辛いことや苦しいときには、灰谷先生の作品をよく読んでいました。灰谷先生は、神戸市で

小学校の先生をしていた経歴をもち、どの作品を読んでも登場してくる子供たちはとても個性的で、

生きる力に満ち溢れたています。今回は「太陽の子」という作品にでてくる主人公を紹介します。 

主人公「ふうちゃん」は、天真爛漫で底抜けに明るく、誰にも好かれるキャラクターなのですが、

大人顔負けの繊細さと物事に対する洞察力をもっています。そして何よりも、真の優しさをもった少

女なのです。海を見ている友達をみて、「ふうちゃん」はこんな言葉を言います。 

「いい人ほど勝手な人間になれないから、つらくて苦しいのや、人間が動物と違うところは、他人

の痛みを、自分の痛みのように感じてしまうところなんや。」 

「ふうちゃん」は、物語の中で、いい人と勝手な人間を区別し、勝手な人というのは、他人のこと

を考えない人のことであり、他人を踏みつけても平気な人のこと。いい人と勝手な人の違いは、自分

の中にどれだけ他人をもつことができるのかで決まるといっているのです。自分の中にもった他人の

声をどれだけ聞き取れるかによって、いい人になるのか、悪い人になるのかが決まると物語ではいっ

ているのです。自分では、「勉強しないといけない」と思っていても、自分の中のもう一人の声が

「いいよ・・・いいよ。やらなくて」と言っている。こんな経験は誰しもがあるのではないでしょう

か。私も、もう一人の声が心の中でつぶやくとき、葛藤して悩んだりもします。そんなときは、私は

この小説を読むことで、人間の優しさや思いやりを信じることができるようになり、過去の自分を乗

り越える強さを知ることにつながりました。 

自分らしくあることは、どのようにしたら可能なのでしょうか。読書の中には、その答えがあるか

もしれません。 



 

 

 

 

 

 ９月１６日（木）に生徒会役員選挙が行われました。 

 新型コロナウイルス感染症対策としてオンラインでの立会

演説会となり、教室での投票でしたが、選挙管理委員の進

行と説明のもとでしっかりと取り組めていました。 

 新役員の皆さんは瑞穂二中の自治活動が活発に行われ

るように頑張ってほしいと思います。 

 選挙管理委員の皆さんも準備等、お疲れさまでした。 

 

 

 

９月１８日（土）に道徳授業地区公開講座がありました。 

残念ながら、新型コロナウイルス感染症対策として授業公開はできなかったのですが、各学年ともに学校全

体のテーマである『夢・志をもって未来の生き方を考える』のもと、工夫された授業が展開されました。 

各学年の様子を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第１週】                                        【第４週】 

１日（金） ３年生・領域診断テスト                  １８日（月） 合唱コン実行委員会 

        合唱コン実行委員会                 ２０日（水） 合唱コン実行委員会 

２１日（木） 合唱コンクール 

【第２週】 

５日（火） 午前授業                              【第５週】 

７日（木） 合唱コン実行委員会 拡大中央委員会     ２６日（火） 生徒総会 

      ８日（金） １・２年生・伝統文化鑑賞教室 漢字検定 

 

【第３週】 

１３日（水） 午前授業 

１４日（木） 合唱コン実行委員会 

１５日（金） 専門委員会 

 

１０月の主な予定 

道徳授業地区公開講座では・・・ 

生徒会役員選挙がありました 

【１年生（１－１の様子）】 

主題名：「困難を乗り越える力」 

資料名：「サッカーの漫画を描きたい」 

漫画“キャプテン翼”の作者を題材として

夢や目標の達成のために困難を乗り越

えて、粘り強く頑張ることの大切さ。 

グループで意見交換を行っています。 

【２年生（２－３の様子）】 

主題名：「社会への貢献」 

資料名：「小さな工場の大きな仕事」 

社会貢献や勤労の尊さの意義を知り、

将来の生き方を考える授業。 

タブレットを用いて、友だちの意見を参考

にしながら自分の考えを深めています。 

【３年生（３－２の様子）】 

主題名：「前向きな生き方」 

資料名：「新しい夏の始まり」 

今までの自分を客観的に見つ

め、自分らしい生き方を考え模

索する授業。 

一人一人が自分の将来に向

けて必要なことを真剣に考え

ています。 

おめでとうございます 


